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苫前町郷土史研究会（竹橋隆至会長）では、今年に入って「とままえふるさと
歴史マップ」を作製した
B4サイズを三つ折にした手書きのマップには、史跡のほか年表が記されている
このマップは郷土史の学習用に町内の小中学校に配布されるほか、とままえ
温泉ふわっとにも置かれ、観光客の散策に一役かわれそうだ
マップ番号①～⑧は次のとおり
①運上屋跡、②陣屋の跡、③寺子屋発祥の地、④戸長役場跡、
⑤水田発祥の地、⑥岩見の一本松、⑦岡田家番屋（ニシン番屋）、
⑧くま獅子舞（苫前町無形文化財）
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2500人の観衆、189基・319人の出場

二
月
二
十
三
日
、
第
十
一
回
北
海

道
凧
上
げ
大
会
・
第
三
十
回
苫
前
町

凧
上
げ
大
会
が
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ

っ
と
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
晴
天
と
な
り
、
絶

好
の
凧
上
げ
日
和
と
な
っ
た
。

ふ
わ
っ
と
の
ロ
ビ
ー
に
は
、
地
元

の
能
登
忠
さ
ん
の
協
力
に
よ
る
全
国

の
珍
し
い
凧
二
百
枚
が
、
大
会
日
ま

で
の
ち
ょ
う
ど
一
月
前
か
ら
展
示
さ

れ
て
お
り
、
大
会
ム
ー
ド
を
盛
り
上

げ
て
い
た
。
今
回
町
内
外
か
ら
三
百

名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
大
小

の
凧
一
八
九
基
が
町
営
風
車
を
眼
下

に
眺
め
な
が
ら
大
空
に
舞
い
上
が
っ

た
。
今
年
は
友
好
町
三
重
県
長
島
町

か
ら
の
出
場
も
あ
り
大
会
に
花
を
添

え
た
。
大
会
に
参
加
し
た
の
は
長
島

町
役
場
の
福
祉
部
に
勤
め
る
中
川
慧

明
生
活
環
境
課
長
で
、
地
元
で
も
凧

づ
く
り
の
指
導
を
手
が
け
る
方
だ
。

午
前
十
時
、
審
査
開
始
が
ア
ナ
ウ

ン
ス
さ
れ
る
と
出
場
者
は
待
ち
か
ね

た
よ
う
に
広
い
雪
原
へ
と
飛
び
出
し
、

自
信
作
の
凧
を
大
空
に
向
け
て
上
げ

は
じ
め
た
。
第
一
部
の
審
査
開
始
頃

は
微
風
が
続
き
子
ど
も
た
ち
の
ビ
ニ

ー
ル
凧
に
は
絶
好
の
風
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
風
が
強
ま
り
審
査
終
了
時
に

は
多
く
の
凧
が
壊
れ
る
な
ど
、
思
っ

た
以
上
の
風
に
頭
を
悩
ま
せ
る
結
果

と
な
っ
た
。

午
前
十
一
時
、
大
凧
に
挑
戦
す
る

第
二
部
審
査
が
開
始
さ
れ
る
と
、
今

年
は
開
始
早
々
か
ら
鮮
や
か
な
ま
で

に
大
凧
が
大
空
に
舞
い
上
が
り
、
見

物
に
来
た
観
衆
か
ら
は
大
き
な
喚
声

が
上
が
っ
て
い
た
。

ま
た
ふ
わ
っ
と
正
面
玄
関
前
な
ど

で
は
、
ほ
た
て
稚
貝
の
み
そ
汁
無
料

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
多
く
の
団
体
や
企

業
が
軒
を
連
ね
町
の
特
産
品
な
ど
の

販
売
に
あ
た
っ
た
。
見
物
客
の
中
に

は
ナ
メ
タ
や
蛸
な
ど
特
産
品
を
目
当

て
に
毎
年
足
を
運
ぶ
人
も
い
て
、
多

く
の
人
が
お
目
当
て
の
品
を
両
手
一

杯
に
抱
え
て
い
た
。
特
に
こ
の
ホ
タ

テ
稚
貝
の
み
そ
汁
コ
ー
ナ
ー
に
は
朝

か
ら
長
蛇
の
列
が
絶
え
な
か
っ
た
。

寒
さ
を
し
の
ぐ
か
の
よ
う
に
だ
し
の

効
い
た
み
そ
汁
を
す
す
る
音
が
冷
え

た
体
を
温
め
て
い
た
。
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昼
食
事
に
行
わ
れ
た
閉
会
式
で
は
、

入
賞
者
の
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
盾

や
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
が
手
渡
さ
れ
会

場
内
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら

れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
長
島
町
か

ら
参
加
し
た
中
川
課
長
は
入
賞
こ
そ

の
が
し
た
が
「
参
加
で
き
て
本
当
に

楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
爽
や
か
な
口

調
で
語
っ
て
い
た
。
次
回
は
ぜ
ひ
お

弟
子
さ
ん
を
連
れ
て
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

表
彰
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た

『
タ
マ
千
春
も
の
ま
ね
歌
謡
シ
ョ
ー
』

で
は
、
松
山
千
春
さ
ん
や
和
田
あ
き

子
さ
ん
、
淡
谷
の
り
子
さ
ん
な
ど
の

持
ち
ネ
タ
が
披
露
さ
れ
会
場
内
は
笑

い
や
拍
手
に
包
ま
れ
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

最
後
に
タ
マ
千
春
さ
ん
も
加
わ
っ

て
行
わ
れ
た
餅
ま
き
会
に
は
大
会
の

締
め
く
く
り
と
あ
っ
て
五
百
人
近
い

人
が
群
が
っ
た
。「
こ
っ
ち
に
投
げ
て

ー
」
の
声
が
飛
び
交
い
、
買
い
物
袋

一
杯
に
拾
い
集
め
た
人
も
お
り
、
そ

の
中
で
ク
ジ
付
き
餅
を
拾
い
当
て
た

人
は
満
面
の
笑
顔
で
景
品
と
引
き
換

え
て
帰
路
へ
と
つ
い
て
い
た
。

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
そ
の
イ

ベ
ン
ト
を
支
え
る
裏
方
の
苦
労
は
大

変
な
も
の
で
あ
る
。
大
会
に
参
加
し

た
あ
る
人
が
こ
う
言
っ
て
い
た
。「
見

た
り
、
出
た
り
す
る
の
は
ひ
や
か
し

で
も
出
来
る
け
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
支

え
る
の
は
本
気
で
な
く
て
は
出
来
な

い
こ
と
。
い
つ
来
て
も
大
会
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
に
感
謝
し
ま
す
。
来
年
も
絶
対

参
加
し
ま
す
」
と
。
全
道
大
会
と
な

っ
て
十
一
回
、
地
元
大
会
と
な
る
と

三
十
回
を
数
え
る
こ
の
凧
あ
け
大
会

を
こ
れ
ま
で
に
育
て
上
げ
た
実
行
委

員
の
皆
さ
ん
の
力
に
は
心
か
ら
賛
辞

を
贈
り
た
い
も
の
で
す
。

大
会
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

▼
親
子
の
部

①
檜
谷
哲
也
・
祥
貴
（
苫
前
町
）
②
嶋

崎
薫
・
海
都
（
同
）
③
岡
田
美
奈
子
・
郭
豊
（
同
）
④

松
下
重
喜
・
亜
由
実
（
羽
幌
町
）

特
別
賞
―

山
田
洋
一
・
七
海
（
苫
前
町
）

▼
小
学
校
一
・
二
年
生
の
部

①
青
柳
康
平（
羽
幌
町
）

②
横
内
菜
摘
（
苫
前
町
）
③
瀬
川
知
未
（
同
）
④
湊
将

太
郎
（
羽
幌
町
）
⑤
川
島
直
香
（
苫
前
町
）
⑥
原
野
未

来
（
同
）
特
別
賞
―

川
村
僚
太
（
同
）

▼
小
学
校
三
・
四
年
生
の
部

①
鳥
羽
優
奈（
苫
前
町
）

②
金
澤
恒
慧
（
同
）
③
横
内
勇
人
（
同
）
④
瀬
川
直
生

（
同
）
⑤
瀬
川
将
士
（
同
）
⑥
大
矢
根
睦
（
同
）

特
別
賞
―

福
井
知
良
（
同
）

▼
小
学
校
五
・
六
年
生
の
部

①
佐
々
木
恵
里
（
苫
前

町
）
②
榊
原
希
望
（
羽
幌
町
）
③
金
山
貴
弘
（
苫
前
町
）

④
坂
川
董
子
（
同
）
⑤
大
矢
根
諒
（
同
）
⑥
池
上
竹
途

（
同
）
特
別
賞
―

横
内
友
希
（
同
）

▼
中
学
生
の
部

①
川
村
彩
香
（
苫
前
町
）
②
杉
本
明

映
（
同
）
③
瀬
川
忠
生
（
同
）
④
合
田
瑞
枝
（
同
）

特
別
賞
―

宮
野
菜
緒
（
同
）

▼
高
校
・
一
般
の
部

①
青
柳
順
子
（
羽
幌
町
）
②
福

地
要
一
（
旭
川
市
）
③
猪
股
石
油
店
（
苫
前
町
）
④
田

中
幸
子
（
美
深
町
）

特
別
賞
―

苫
前
凧
の
会
Ａ
（
苫
前
町
）

▼
大
凧
の
部

①
苫
前
郵
便
局
（
苫
前
町
）
②
北
留
萌

消
防
組
合
苫
前
支
署
（
同
）
③
苫
前
町
商
工
会
青
年
部

（
同
）
④
小
野
漁
業
部
（
同
）

▼
連
凧
の
部

①
わ
た
な
べ
音
学
院
（
札
幌
市
）
②
大

正
琴
苫
前
サ
ー
ク
ル
（
苫
前
町
）

三重県長島町から参加した中川課長、入賞は惜しくも逃した



苫
前
町
チ
ー
ム

「
全
道
子
ど
も
会
か
る
た
大
会
」

小
学
生
の
部
で
二
度
目
の
優
勝
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町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
で

は
、
全
道
大
会
の
出
場
権
を
得
た
小

学
生
チ
ー
ム
（
籾
山
憂
気
く
ん
、
小

澤
春
菜
さ
ん
、
瀬
川
久
美
子
さ
ん

（
以
上
苫
小
六
年
・
レ
ギ
ュ
ラ
ー
）、長

澤
圭
宏
く
ん
、
川
村
彰
く
ん
、
五
十

嵐
雄
大
く
ん
（
以
上
同
五
年
・
控
え

選
手
）
の
六
人
を
引
率
し
て
、
去
る

二
月
二
十
三
日
に
札
幌
市
定
山
渓
で

「
北
部
北
海
道
大
会
」で
も
苫
前
勢
が
大
旋
風

苫
前
町
チ
ー
ム

「
全
道
子
ど
も
会
か
る
た
大
会
」

小
学
生
の
部
で
二
度
目
の
優
勝

開
催
さ
れ
た
「
第
六
回
全
道
子
ど
も

会
か
る
た
大
会
」（
主
催
・
北
海
道
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
）
に
出
場
、
見

事
優
勝
に
輝
き
、
町
に
と
っ
て
二
度

目
の
快
挙
を
果
た
し
関
係
者
を
喜
ば

せ
て
い
る
。

同
チ
ー
ム
は
昨
年
十
二
月
か
ら
苫

前
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
週
三
回
の
練
習

を
重
ね
、
全
道
大
会
出
場
が
決
ま
っ

て
か
ら
は
古
丹
別
へ
出
稽
古
、
町
北

斗
か
る
た
倶
楽
部
（
渡
辺
達
也
会
長
）

の
指
導
の
も
と
、
大
人
や
中
学
生
相

手
に
猛
特
訓
の
う
え
万
全
を
期
し
て

全
道
大
会
に
の
ぞ
ん
だ
。

全
道
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

三
十
二
チ
ー
ム
の
強
豪
が
そ
ろ
い
、

「
ま
ず
は
一
回
戦
突
破
」を
合
言
葉
に
、

初
戦
で
岩
見
沢
市
、
二
回
戦
小
樽
市
、

三
回
戦
八
雲
町
、
準
決
勝
浦
河
町

（
柏
の
乙
女
）、
決
勝
戦
は
同
（
柏
の

大
嵐
）
と
な
っ
た
。
監
督
を
務
め
た

渡
辺
会
長
は
「
こ
こ
ま
で
来
る
と
は

た
い
し
た
も
の
。
無
欲
の
勝
利
で
す
」

と
喜
び
を
語
り
目
頭
を
熱
く
し
た
。

守
り
で
リ
ー
ダ
ー
格
の
瀬
川
さ
ん

は
対
戦
の
な
か
で
も
一
番
の
苦
戦
と

な
っ
た
準
決
勝
戦
（
対
浦
河
町
柏
の

乙
女
）
を
振
り
返
る
。
終
盤
リ
ー
ド

を
許
し
て
「
も
う
ダ
メ
」
と
思
っ
た

が
、「
み
ん
な
で
励
ま
し
合
い
、
最
後

ま
で
勝
負
を
投
げ
な
か
っ
た
」
と
劇

的
な
逆
転
勝
利
の
場
面
を
語
っ
た
。

ま
た
中
堅
の
籾
山
く
ん
は
「
強
気
で

い
っ
た
の
が
良
か
っ
た
」
と
振
り
返

り
、
突
き
の
小
澤
さ
ん
は
優
勝
を
決

め
る
札
を
瀬
川
さ
ん
が
取
っ
た
瞬
間

「
ヤ
ッ
タ
ー
」
と
叫
ん
だ
。
さ
ら
に

五
年
生
三
人
は
「
来
年
は
ぼ
く
た
ち

の
番
」
と
先
輩
た
ち
の
活
躍
に
続
け

と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

苫
前
地
区
で
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
の
事
務
局
長
を
務
め
る
斉
数

範
章
さ
ん
は
「
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。

地
区
と
し
て
は
初
の
快
挙
、
苦
節
十

年
、
長
年
の
夢
が
多
く
の
皆
さ
ん
の

お
陰
で
達
成
で
き
ま
し
た
」
と
感
無

量
の
喜
び
と
関
係
者
の
協
力
を
た
た

え
た
。

さ
ら
に
父
母
た
ち
も
「
北
斗
か
る

た
倶
楽
部
の
指
導
な
く
し
て
全
道
優

勝
は
あ
り
え
な
か
っ
た
」
と
口
を
そ

ろ
え
て
感
謝
し
た
。

ま
た
、
三
月
二
十
二
日
に
は
全
道

一
レ
ベ
ル
の
高
い
「
第
二
十
七
回
北

部
北
海
道
下
の
句
か
る
た
小
中
学
生

大
会
」（
十
二
支
部
加
盟
）
が
開
催
さ

れ
、
当
町
か
ら
は
小
中
学
生
二
チ
ー

ム
ず
つ
が
出
場
。
小
学
生
二
十
四
チ

ー
ム
、
中
学
生
十
九
チ
ー
ム
が
出
場

す
る
な
か
、
小
学
生
で
優
勝
、
中
学

生
も
準
優
勝
、
三
位
に
入
る
な
ど
苫

前
旋
風
を
存
分
に
発
揮
し
た
。

北
斗
か
る
た
倶
楽
部
の
田
沢
収
事

務
局
長
は
、
小
学
生
チ
ー
ム
の
活
躍

を
振
り
返
り
「
全
道
子
ど
も
会
の
優

勝
チ
ー
ム
が
、
こ
の
大
会
を
制
し
た

の
は
始
め
て
の
こ
と
。
真
の
実
力
が

認
め
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
」

と
両
手
を
挙
げ
て
祝
福
す
る
。

か
る
た
は
礼
儀
を
最
も
重
ん
じ
、

集
中
力
を
養
う
競
技
と
い
わ
れ
て
お

り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
か
か
わ

っ
て
く
れ
れ
ば
と
同
倶
楽
部
で
は
呼

び
か
け
て
い
る
。

全道大会優勝チームの６人（前列右から瀬川さん、籾山くん、

小澤さん、後列右から長澤くん、五十嵐くん、川村くん）、

また、北部北海道でも前列の３人が優勝

めざましい子ども達の成長ぶりを喜ぶ苫前北斗
かるた倶楽部の渡辺会長（左）と田沢事務局長
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春のにぎわいを感じさせる新入学児童や園児たちを「交通事故か
ら守ろう！」と町内の各団体や企業から交通安全を願うマスコット
や用品が町役場に届けられ、関係者に喜ばれている。
３月12日には町商工会女性部（渡部豊子部長）が、交通安全を願
い30年来全道商工会女性部統一規格で作っている「交通安全鈴」
150個を「新１年生と保育園児全員にプレゼントします」と広瀬功
直教育長に手渡した。また３月19日には苫前婦人会（浜本恭子会長）
が「交通安全を願ってひと針ひと針願いを込めて縫い上げました」
と数点のキャラクターマスコットを持参した。
このほか、町内の㈱藤観光バス（桧森正春代表取締役社長）と羽
幌町の沿岸バス㈱（下山正代表取締役）から新入学児童25人に黄色
のランドセルカバーとビニール手提げ袋がそれぞれ寄贈された。

各団体や企業がマスコットなどを寄贈

交通安全の願いを込め

こ
の
ほ
ど
町
内
古
丹
別
の
加
藤
興
一
さ

ん
（
61
）
＝
建
設
業
＝
が
、
本
年
度
の
消

防
庁
長
官
表
彰
の
永
年
勤
続
功
労
章
を
受

章
し
、
三
月
二
十
六
日
町
長
室
に
お
い
て

二
月
七
日
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た

全
国
町
村
議
会
議
長
会
定
例
総
会
の
席

上
、
長
年
の
議
会
活
動
の
功
労
が
認
め
ら

れ
、
本
町
か
ら
は
坂
川
黙
音
議
長
が
議
長

勤
続
七
年
以
上
、
丹
羽
正
己
議
員
が
議
員

勤
続
十
五
年
以
上
の
自
治
功
労
者
と
し
て

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

三
月
六
日
、
第
一
回
定
例
議
会
に
先
立

っ
て
、
坂
川
議
長
へ
は
星
野
恭
司
副
議
長

か
ら
、
丹
羽
議
員
へ
は
坂
川
議
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
の
在
職
功
労
章（
バ
ッ
ジ
）

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

久
保
田
町
長
か
ら
章
記
が
伝
達
さ
れ
た
。

加
藤
さ
ん
は
昭
和
四
十
一
年
十
月
に
町

消
防
団
に
入
団
し
、
平
成
十
一
年
一
月
か

ら
は
副
団
長
の
要
職
に
就
き
団
員
の
統
括

に
努
め
、
団
員
の
指
導
は
も
と
よ
り
、
常

に
団
長
を
補
佐
し
、
同
団
の
円
滑
な
運
営

に
当
た
っ
て
き
て
い
る
。

加
藤
副
団
長
は
章
記
を
胸
に
「
大
変
光

栄
で
あ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
防
火
思
想
の
普
及
と
と
も
に
、
無
災

害
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
尽
力
し
て
い
き

た
い
」
と
、
職
務
の
重
さ
を
受
け
止
め
な

が
ら
　
喜
び
を
語
っ
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰
に
加
藤
興
一
副
団
長

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

坂
川
議
長
、
丹
羽
議
員
の
二
人
が
受
彰

風力発電の売電状況
（町営分）

15年の実績（１月～２月分）
１０，８０３，２７０円

平成15年２月分の実績
・供給電力量
２９８，１７０ｋＷｈ
３，７４１，２８７円

（設備利用率２０．１７％）

戸
籍
の
小
箱

石
井
し
ず
く

　

　

　

修
　
／
美
紀
　
２
月
15
日
　
苫
　
前

金
子
慎
太
郎

し
ん
た
ろ
う

智
広
／
佳
奈
　
２
月
24
日
　
苫
　
前

土
田
佳
澄

か
す
み

茂
広
／
佳
織
里

３
月
３
日
　
岩
　
見

神
永
杏
花
梨

あ

か

り

正
輝
／
　
渉
　
３
月
８
日
　
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を

お
祈
り
し
ま
す

長男長女長女 長女慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

矢
野
　
ト
セ
（
86
歳
）
２
月
26
日

旭
　

伊
藤
　
博
美
（
80
歳
）
２
月
27
日

長
　
島

古
村
ナ
カ
エ
（
85
歳
）
３
月
２
日

三
　
渓

中
西
増
太
郎
（
93
歳
）
３
月
７
日

旭
　

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

森
　
山
　
　
　
聡
（

旭
　
）
小
　
泉
　
亜
紀
子
（

旭
　
）

池
　
田
　
貴
　
博
（
古
丹
別
）
水
　
谷
　
早
　
苗
（
小
平
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末

長

く
お

幸

せ

に

章記を胸に喜びを語る加藤副団長

商工会女性部の渡部豊子部長と堀田睦子、木山澄子両
副部長らから手づくり「鈴」を受け取る広瀬教育長

表彰状を胸に喜びを語る坂川議長（右）と丹羽議員（左）
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「熱.Ｎｏ４」
これまで３回にわたって「熱」をテーマに簡単に解
説しました。今回はそのまとめです。
こどもの熱の大半は、心配のないウイルス性の病気
です。他の症状が重い場合は別ですが、ほとんどは翌
日の受診で十分です。水分・栄養を取って、全身状態
の悪化をなるべく避けるようにして、受診させてくだ
さればよいでしょう。
繰り返しますが、本人が元気であれば、多くの場合
それで十分です。
しかし、以下の場合は夜間、医師や看護師を起こし
てもいい、十分な理由です。（念のため入院の心づもり
で受診してください）
・生後３ヵ月未満の赤ちゃんの発熱
・熱を下げる手段を講じても子どもがつらそうで、水
分もとれない。
・熱とともに嘔吐を「繰り返して」いる。

・熱とともに激しい頭痛と嘔吐がある。
・（言葉で話せない児で）熱があり、ずっと泣きっぱ
なし、あるいはぼんやりしている。
・熱があり、あごが胸につけられないほど首が硬直し
ている。
・40.5℃以上の熱があり、ぐったりとしている。
また、熱以外の症状のほうが強い、以下の場合
・激しい咳が徐々に悪化している、胸を痛がる。
・呼吸が荒く、早くなっている。
以上はあくまでも目安です。こどもたちの症状はた
とえ病名が同じであっても一人ひとり違います。実際
の場面で迷う場合は、病院にご相談ください。
「熱」については今回で一区切りとします。次回か
らは「咳」について触れたいと思います。

北海道立羽幌病院

Ｄr.須貝の小児科病棟２４時Ｄr.須貝の小児科病棟２４時

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

苫前町の交通事故情報
平成15年２月末現在

発生件数　死者数　負傷者数

４件 ０人　　 ７人

交通事故死ゼロ日数は

２月28日現在で286日

実施期間４月20日～30日（11日間）
この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季
を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図
り、もって火災の発生を防止し、死傷事故や財産の
損失を防ぐことを目的とし、特に「住宅防火基本方
針」に基づき、高齢者等を中心とする死者の発生を
大幅に減少させることを目指すものです。

①　住宅の防火対策　　　　②　放火火災の予防対策

③　消火器事故の防止対策　④　林野火災予防対策

⑤　乾燥時および強風時の火災発生防止対策

運動期間中は次のことを
重点目標に推進を図ります。

�　家のまわりに燃えやすいものを置かない。
�　寝たばこや、たばこの投げ捨てはしない。
�　天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。
�　風の強いときは、たき火をしない。
�　子どもには、マッチやライターで遊ばせない
�　電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
�　ストーブには、燃えやすいものを近づけない。
以上のポイントをしっかり守りましょう。

火の用心７つのポイント

町
税
の
納
期

今
月
は

軽
自
動
車
税

の
納
入
月
で
す
。

納
期
内
納
入
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

4月
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三
月
二
十
九
日
、
苫
前
地
区
で

「
健
康
づ
く
り
講
演
会
」と
し
て
留
萌

の
萩
野
先
生
を
迎
え
―
こ
こ
ろ
の
健

康
―
に
つ
い
て
講
演
を
聞
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
伝
え
し
ま
す
。

健
康
と
は
心
や
体
が
元
気
で
自
分

の
持
っ
て
い
る
能
力
を
十
分
発
揮
で

き
る
こ
と
。
つ
ま
り
心
も
体
も
元
気

で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
う
つ
病

は
心
の
風
邪
と
も
よ
ば
れ
誰
で
も
な

り
得
る
病
気
で
す
。
ス
ト
レ
ス
の
多

い
現
代
で
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
一

生
の
う
ち
で
う
つ
病
に
な
る
人
は
百

人
に
五
〜
八
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

う
つ
に
な
る
き
っ
か
け
と
し
て
喪
失

体
験
（
配
偶
者
や
近
親
者
の
死
）
や

獲
得
体
験
（
昇
進
・
栄
転
）
健
康
上

の
問
題
、
家
族
関
係
や
経
済
的
な
こ

と
、
環
境
の
変
化
等
が
あ
り
ま
す
。

生
活
と
し
て
は
も
の
に
こ
だ
わ
る
、

神
経
質
、
真
面
目
で
頑
張
屋
、
完
全

主
義
、
人
と
争
わ
な
い
人
に
多
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

〈
う
つ
の
症
状
〉

症
状
と
し
て
は
、
抑
う
つ
、
憂
う

つ
、
イ
ラ
イ
ラ
、
思
考
力
減
退
等
の

精
神
症
状
と
食
欲
不
振
、
睡
眠
障
害
、

吐
き
気
、
た
め
息
等
身
体
症
状
の
両

面
に
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

う
つ
病
の
場
合
自
殺
が
つ
き
ま
と
い

ま
す
。「
死
に
た
い
」
は
「
生
き
た
い
」

の
裏
返
し
。
死
に
た
い
ほ
ど
辛
い
、

助
け
て
の
サ
イ
ン
な
の
で
す
。
病
気

の
初
期
と
回
復
期
に
自
殺
は
多
い
の

で
、
自
殺
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
て

あ
げ
て
下
さ
い
。
う
つ
病
の
患
者
さ

ん
は
ま
じ
め
な
の
で
約
束
は
や
ぶ
り

ま
せ
ん
。
必
ず
克
服
で
き
ま
す
。

〈
う
つ
へ
の
対
処
〉

う
つ
へ
の
対
処
と
し
て
本
人
は
自

分
は
病
気
で
あ
る
と
認
識
す
る
。
な

に
も
し
な
い
で
い
る
こ
と
が
最
高
の

治
療
。
薬
と
は
長
い
つ
き
合
い
が
必

要
と
思
う
。
家
族
は
で
き
る
だ
け
病

院
に
同
行
す
る
。
休
養
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
。
薬
・
服
薬
の
管
理
。
返

事
を
求
め
ら
れ
た
ら
具
体
的
に
答
え

る
。
訴
え
に
耳
を
傾
け
る
。
必
ず
治

る
の
で
焦
ら
な
い
。
周
り
の
人
は
普

段
ど
お
り
接
す
る
。
寛
容
な
態
度
で
。

こ
ん
な
こ
と
に
注
意
。
―
①
励
ま
す
、

②
朝
は
苦
手
で
す
、
③
怠
け
者
あ
つ

か
い
、
④
運
動
を
勧
め
る
、
⑤
旅
行

に
誘
う
、
⑥
一
人
に
さ
せ
て
お
く
、

⑦
し
っ
か
り
し
な
さ
い
と
激
励
す
る
。

〈
再
発
予
防
に
つ
い
て
〉

①
発
症
の
状
況
を
見
つ
め
直
し
同

じ
状
況
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
す
る

②
自
ら
の
性
格
を
自
覚
す
る
③
環
境

の
変
化
に
注
意
④
嫌
な
こ
と
は
ノ
ー

と
い
う
⑤
人
間
関
係
を
良
好
に
。
う

つ
病
は
だ
れ
で
も
か
か
る
可
能
性
の

あ
る
病
気
で
あ
り
発
症
の
背
後
に
は

性
格
や
日
常
的
な
で
き
ご
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
予
防
に
は
①
仕
事
を

抱
え
込
ま
な
い
。
無
理
を
し
な
い
②

忙
し
く
な
っ
た
ら
意
図
的
に
休
養
を

③
腹
八
分
目
の
生
き
方
を
④
あ
れ
も

こ
れ
も
は
だ
め
。
優
先
順
位
を
つ
け

て
取
り
組
む
⑤
生
活
変
化
に
注
意
⑥

食
事
・
睡
眠
を
き
ち
ん
と
と
る
⑦
息

抜
き
の
方
法
を
つ
く
る
⑧
ス
ト
レ
ス

解
消
法
を
も
つ
⑨
ト
ラ
ブ
ル
は
一
人

で
抱
え
な
い
⑩
自
分
の
健
康
の
自
己

管
理
を
。

〈
相
談
窓
口
は
〉

心
の
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
機
関

と
し
て
、
精
神
科
、
精
神
神
経
科
、

心
療
内
科
等
の
病
院
が
あ
り
ま
す
。

又
、
保
健
所
で
は
毎
月
「
心
の
健
康

相
談
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
役
場
の
保

健
師
の
方
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

健

康

ば

ん

ざ

い

「
こ
こ
ろ
の
健
康
〜
う
つ
病
の
予
防
・
対
処
法
」

今
月
の
担
当
は
加
藤
主
幹
で
す
。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
老
人
保
健
制
度
と
は

老
人
保
健
制
度
は
、
市
町
村
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
医
療
と
保
健
の
総

合
的
な
制
度
の
こ
と
で
す
。

〜
そ
の
内
容
は
〜

七
十
五
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
の

あ
る
人
は
六
十
五
歳
以
上
）
の
方
と
、

昭
和
七
年
九
月
三
十
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
に
適
切
な
医
療
を
提
供
し
、

ま
た
四
十
歳
以
上
の
方
の
成
人
病
予

防
な
ど
の
保
健
事
業
を
行
う
と
い
う

も
の
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
に
は

町
か
ら
交
付
さ
れ
た
『
医
療
受
給
者

証
』『
健
康
手
帳
』
と
、
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
の
『
保
険
証
』
を
忘
れ

ず
に
受
付
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。こ

の
と
き
病
院
な
ど
で
か
か
っ
た

費
用
の
一
割
、
一
定
以
上
の
所
得
の

方
は
二
割
の
一
部
負
担
金
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
一
ヶ
月

に
支
払
う
一
部
負
担
金
（
入
院
中
の

食
事
代
を
除
く
保
険
適
用
分
）
が
高

額
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
高
額
医
療
費
と
し
て
払

戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
額
医
療
費
の
支
給
対
象
と
な
る
自

己
負
担
限
度
額
は
左
表
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

40,200円
72,300円+1％
（40,200円）

12,000円 40,200円

8,000円｝ 24,600円

15,000円

一定以上所得者

一　　　般

Ⅱ　
（住民税非課税の
世帯に属する方）

低
所
得
者
（
住
民
税
非
課
税
）

Ⅰ　
（Ⅱのうち所得が
一定の基準に満た
ない方）

外来（個人ごと） 自己負担限度額

〈備考〉・金額は一月当たりの限度額

・「１％」は、一定の限度額を超えた医療費の１％

・（ ）内の額は、多数該当の場合（４月目以降）

・長期高額疾病については、自己負担限度額は１万円となります。

◎お問い合わせは、苫前町町民課しあわせ係（�4-2211内線273）まで

介護保健制度が始まってはや３年が経過し、着実に制度が定着してまいりましたが、いま一
度保険制度の概要についておさらいしましょう。

介護保険加入者
～40歳以上の方全員が加入します～
40歳～64歳の方を第２号被保険者とい
い、老化に起因する特定疾病により介護が
必要となった場合、サービスを利用できま
す。保険料は加入医療保険に上乗せして納
付します。
65歳以上の方は第１号被保険者といい、
介護が必要となった場合、原因を問わずサ
ービスを利用することができます。保険料
は所得に応じて５段階に分けられ、年金ま
たは納付書により納めることとなります。

要介護認定～介護サービスを利用するまえに～
介護保険サービスを利用するためには、心身の状況をチェックする要介護認定（要支
援、要介護１～５）を受けなければサービスを利用することができません。介護サービ
スを利用したい場合には、町民課しあわせ係または古丹別支所で申請手続きが必要です。

介護サービスの利用料～原則１割負担です～
サービスを受ける場合には、費用の１割が自己負担となります。
介護サービスは大きく分けて、在宅サービス（ヘルパー、デイサー
ビス、訪問看護等）、施設サービス（老人福祉施設、療養型医療施設
等）があり、在宅サービス費用の目安として1日の利用につき1,000
円程度、施設サービスの目安として1か月につき30,000円～
50,000円程度となります。（要介護度等により金額が異なります。）

介護保険制度について
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社会教育課からのお知らせ 社会教育課からのお知らせ 
住民総参加型スポーツイベント 
　チャレンジデー2003を実施します 
　平成15年5月28日(水)開催！ 
この日は、苫前町の境界内が大きな 
　スポーツグランド(会場)になります!

地域の全てが一体となって 
取り組む、チャレンジデーとは！ 

対戦自治体が決定しました！ 
岡山県　哲多町（てったちょう） 
　　　　　　　　　と対戦します！ 
北海道　苫前町ＶＳ岡山県　哲多町 
  （4,398人）　　　  （4,041人） 

　苫前町体育協会・苫前町スポーツ少年団本部が主催 
して、町内に潜在する「様々な力」を生かし、元気な 
地域づくりの「きっかけ」となるよう実施します。こ 
れには全ての町民が参加できます。町内全ての地域が 
会場となるチャレンジデーを通じて、町民の心を一つ 
にして、まちが元気になることを目指します。 

実施日時：毎年５月の最終水曜日～全国一斉開催 
　　　　　午前０時～午後９時まで 
参加対象：苫前町にいる人、通勤者、観光客も対 
　　　　　象です。（年齢、性別を問わず） 
実施種目：15分以上継続して運動やスポーツ等の 
　　　　　身体活動を行えば参加となり、住民の 
　　　　「参加率％」を競い合います。 
実施場所：苫前町内であれば、どこでもＯＫです。 
対戦組合わせ：人口規模がほぼ同じ自治体と対戦 
敗れた場合：対戦相手の自治体の旗を庁舎のメイ 
　　　　　　ンポールに１週間掲揚します。 
効　果　・住民が一つの目標に向って一致団結できる 
　　　　・仲間意識や連帯感が生まれる 
　　　　・コミュニティづくり 
　　　　・自治体の活性化 

苫前町の取組 
　・体育関係団体とそのほかの個人・団体等の協働に 
　　よる「自立」 
　・事業の実施に係る経費をけかずに、自分達が持つ 
　　知恵や力を生かし出来る範囲で実施 
　 （強制や義務の活動をしない） 
 

◇苫前郷土資料館 
　期　間　５月～10月 
　（10：00～17：00） 
　入館料　大人210円　小人100円 
　休館日　月曜休館（夏休み期間を除く） 
◇苫前町球場 
　期　間　５月～10月（9：00～21：00） 
　使用料　夜間照明　20分　310円 
◇苫前町スポーツ広場 
　期　間　５月～10月 

◇苫前町パークゴフル場 
（からまつ・はまなすコース） 
◇古丹別リバーサイドパークゴルフ場 
◇力昼パークゴルフ場 
　期　間　５月～10月（6：30～日没まで） 
　使用料　無料 
　用　具　スポーツセンター、苫前町郷土資料館、 
　　　　　とままえ温泉ふわっとで貸出ししてます。 

〈子ども〉・中学生以下：500円　・中学生以下：ワイド（個人活動含む）1,050円 
〈大人〉・文化、地域活動等：500円　・老人クラブ等（60歳以上）800円　・大人のスポーツ活動：1,500円 

スポーツ安全保険に加入しましょう！〈平成15年度受付中〉 

社会教育施設　５月１日オープンします！ 社会教育施設　５月１日オープンします！ 

＊平成15年度より、掛金が改正されてますのでご注意願います。 

安全に楽しい活動を 

お問い合わせ（町民一人ひとりの力を生かし、元気なまちをつくりましょう。） 
苫前町公民館　5-4076　スポーツセンター　5-4515 
ホームページ　http://www1.ocn.ne.jp/̃ tomamae/

◇Ｂ＆Ｇ海洋センター 
期間　５月～９月 

使用料 

休館日　月曜休館（夏休み期間を除く） 
＊月曜が祝日の場合は開館し翌日を代休とする 
 

区分         時   間 
18：00～20：30 
10：00～12：00　 
13：00～17：00　 
18：00～20：30 
13：00～17：00　 
18：00～20：30 
10：00～12：00　 
13：00～17：00　 
18：00～20：30 
10：00～12：00　 
13：00～17：00　 
18：00～20：30 
10：00～12：00　 
13：00～17：00　 
18：00～20：30

５月及び９月 

火～金曜日 

土・日曜日、 
祝日 

火～金曜日 

土・日曜日、 
祝日 

火～金曜日 

土・日曜日、 
祝日 
 

６月 

７月～８月 

中学生以下 
高校・一般 

無　料 
100円 
 

100円 
210円 

町　内 
 

町　外 



平 成 1 5 年 度 自 衛 官 募 集平 成 1 5 年 度 自 衛 官 募 集
募　集　種　目

一般幹部候補生
（一般･技術･飛行）

医科歯科幹部

海上技術幹部

海上技術海曹

試 験 科 目

採用後の待遇

22歳～28歳未満
（条件あり）

医師免許取得者
（条件あり）

38歳未満
（条件あり）

20歳以上
（条件あり）

５／９

５／９

５／30

５／30

一次：５／24（土）
２次試験あり

５／29（木）
各種目により
異なります。

７／４（金）

７／３（木）

各募集種目ごと異なりますので、下記連絡場所にお問い合わせ下さい。

☆特別職国家公務員
☆給与等：各種目により異なります。
☆賞与：年２回

資　　格 受　付　締　切 試験期日予定日 入隊（校）時期

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

◯
　
旭
　
　
中
　
西
　
邦
　
弘
　
様

各
町
内
会
へ
寄
付

（
力
昼
町
内
会
へ
）

○
力
　
昼
　
藤
　
田
　
ひ
ろ
子
　
様

各
老
人
ク
ラ
ブ
へ
寄
付

（
三
渓
渓
友
会
へ
）

○
三
　
渓
　
古
　
村
　
良
　
洋
　
様

（
旭
親
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
　
旭
　
　
中
　
西
　
邦
　
弘
　
様

公
民
館
へ
寄
贈

（
苫
前
会
館
へ
）

○
苫
　
前
　
婦
　
人
　
会
　
様

（
雑
巾
二
十
五
牧
、
台
ふ
き
ん
七

牧
、
ふ
き
ん
二
十
五
牧
）

（
町
公
民
館
へ
）

○
古
　
丹
　
別
　
婦
　
人
　
会
　
様

（
雑
巾
四
十
牧
）

各
学
校
等
へ
寄
贈

（
苫
前
小
学
校
へ
）

○
苫
　
前
　
婦
　
人
　
会
　
様

（
雑
巾
六
十
牧
）

（
古
丹
別
中
学
校
へ
）

○
古
　
丹
　
別
　
婦
　
人
　
会
　
様

（
雑
巾
五
十
牧
）

（
古
丹
別
小
学
校
へ
）

○
古
　
丹
　
別
　
婦
　
人
　
会
　
様

（
雑
巾
五
十
牧
、
交
通
安
全
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
八
部
）

（
古
丹
別
保
育
所
へ
）

○
古
　
丹
　
別
　
婦
　
人
　
会
　
様

（
雑
巾
三
十
牧
）

ご
厚
志
に

感
謝
し
ま
す

※細部については、苫前町役場又は旭川地方連絡部留萌募集事務所にご連絡下さい。

苫前町役場総務課：苫前町字旭37-1（TEL：01646-4-2211）

留萌募集事務所：留萌市開運町１丁目（TEL：0164-42-4650）

旭川地方連絡部（http://www.asahikawa.plo.jda.go.jp）

しあわせ・応援・ネットワーク
民生委員児童委員は、地域の誰もが幸せで安心した生活をおくれるように応援します。
何か心配事がありましたら民生委員児童委員にご相談ください。民生委員の中には、子ども
のことを専門に担当し、活動する「主任児童委員」もいます。いずれも任期は３年間です。

もちろん個人の秘密は守ります。

（こんなとき民生委員児童委員へ）

私たち民生委員児童委員の“あい言葉”です。

在宅生活に関すること
・毎日の介護で困っていること
・福祉サービスの利用に関すること
（ホームヘルプ、給食、移送、除雪サービスなど）
・施設利用に関すること
（デイサービス、ショートステイなど）
・介護保険制度に関すること
・その他

暮しのこと

家族関係のこと
・結婚、離婚に関すること
・親子関係に関すること
・扶養に関すること
・相続に関すること

・その他

育児・教育のこと
・育児やしつけに関すること

・いじめや不登校に気付いたとき
・学校生活の悩みに関すること

・非行に関すること
・その他

その他の困りごと
・心身の疾病や渉外に関する相談等

・住まいに関すること
・近所付き合いに関すること
・生活費に関すること（職業や年金など）
・生活福祉基金など各種貸付制度の利用
に関すること
・生活保護に関すること
・遊び場、通学路などの危険個所に関すること
・公害や環境衛生に関すること
・その他
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町の人事異動
４月１日付けで次のとおり町職員の人事異動がありました。

創業・ベンチャー・中小企業を応援します。
商売をしようとしている方、創業を計画している方、何なりとご相談く

ださい。問題解決の糸口が見つかります。

北海道ローカル地域中小企業支援センターでは、新規開業や、独立開業
のための手続きなどでわからないこと、新分野への進出や、事業の多角化
など経営革新を進める上でお困りのことなどさまざまな課題・問題点に対
して、コーディネーターによる窓口相談や、専門家の派遣などの事業を実
施しています。
一人ひとりのニーズに応じたきめ細かい対応をいたします。お気軽にご

利用ください。
例えば、次のようなことでアドバイスを受けたい方
●　創業・起業等について、開業（会社設立）にあたっての諸手続き、
創業プラン作成など
●　経営革新などにつて、経営計画、資金・投資計画、営業・売上計画、
店舗改善・設計、加工・生産技術の向上、コンピュータ導入、特許関
係など
費用はかかりません。電話・面談・ファクシミリ・電子メールなど、ど

のような方法でもご相談をお受けしています。
当センターまたは地元商工会にご相談ください。

三
月
十
九
日
、
第
一

回
北
海
道
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
促

進
大
賞
の
受
賞
式
が
札

幌
市
内
で
行
わ
れ
、
当

町
の
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
が
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

大
賞
奨
励
賞
」
を
受
賞

し
た
。

こ
の
表
彰
は
平
成
十

三
年
一
月
に
施
行
さ
れ

た
道
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
条
例

に
基
づ
く
も
の
で
、
こ
の
分
野
の
開
発
・
導
入
な
ど

に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
、
個
人
を
対
象
に
表
彰
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

当
町
の
ほ
か
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
大
賞
に
熱

利
用
ミ
ラ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
㈱
ダ
イ
ナ
ッ
ク

ス
（
千
歳
市
）、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
大
賞
に
雪
氷

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
の
美
唄
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
会
、
同
奨
励
賞
に
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
専
焼
発
電
所

の
㈱
サ
ニ
ッ
ク
ス
エ
ナ
ジ
ー
（
苫
小
牧
市
・
本
社
東

京
都
）
が
選
ば
れ
た
。

現
在
世
界
的
な
資
源
の
枯
渇
、
地
球
温
暖
化
な
ど

多
く
の
問
題
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ

の
果
た
す
役
割
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。当

町
で
は
こ
れ
ま
で
「
風
」
に
関
わ
る
表
彰
で
は

全
国
・
全
道
規
模
で
数
多
く
受
け
て
い
る
が
、
今
回

第
一
回
目
の
表
彰
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
そ
の
分
野
の

草
分
け
的
存
在
が
認
知
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
今
後
の
行
方
が
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。

発令事項（職名）
町民課長兼町民課古丹別支所長
兼町民課古丹別支所住民係長
水産商工課長兼農林課長
総務課総務係
農業委員会事務局長（苫前町併任）
退職（平成１５年３月３１日付け）
退職（平成１５年３月３１日付け）
退職（平成１５年３月３１日付け）

氏　　　名
本　間　史　郎

河　端　勝　美
石　田　尚　克
河　端　勝　美
斉　藤　栄　一
田　中　　　勝
阿　部　　　勇

前　　　　　職
町民課長

水産商工課長
新採用
水産商工課長兼農林課長
農林課長兼農業委員会事務局長
建設課管理係
総務課総務係　

北
海
道
新
エ
ネ
大
賞
で

第
一
号
の
奨
励
賞

どんなことでも 
ご相談下さい！ 

北海道ローカル地域中小企業支援センター 
〒060-8607　札幌市中央区北１条西７丁目（プレスト1.7ビル４Ｆ） 

TEL　011-215-0102　FAX　011-221-6686 
E-mail sinko@do-shokoren.or.jp
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インターネットの利用者は、この数年
間で爆発的に増加し、初心者の方も簡単
に使えるような環境が整ってきました。
インターネットは、時間、場所に関係
なくたくさんの情報を得たり、たくさん
の人と交流できることなどから、非常に
便利で身近な存在になってきておりま
す。
一方では、オークション詐欺被害、ダ
イヤルＱ２や国際電話に関しての高額請
求、不正アクセスなどインターネット利
用による深刻な事件、トラブルがが発生
しています。
インターネットは電子空間を利用する
ものですが、商取引等は現実世界と変わ
るもではありません。また、興味本位か
ら外国のサイトを閲覧し、高額な通信料
等を請求されてしまう例がありますの
で、安易にクリックしないように注意し
ましょう。
無用のトラブルに巻き込まれたり、事
件の被害者とならないために、より正し
い知識を持ち慎重に行動して自己防衛に
努めましょう。

羽幌警察署

ハイテク犯罪防止のための
情報セキュリティ対策の推進

「気をつけよう
あまくはないぞネット取引」

◆児童手当支給事業　　児童手当は、６歳到達後最初の３月３１日まで
の間にある児童（義務教育就学前の児童）を養育している人に支給さ
れます。ただし、前年（１月から５月までの月分については前々年）
所得が一定額以上の場合には、児童手当は支給されません。
出生、転入等により新たに受給資格が生じた場合、児童手当を受給
するには役場窓口に「児童手当認定請求書」の提出が必要です。
児童手当の支給は、認定請求した日の属する月の翌月分から開始さ
れます。
児童手当の額（月額）
第１子　5,000円　　第２子　5,000円　第３子以降　10,000円

◆児童扶養手当支給事業　　父親がいない（死亡、離婚、生死不明等）
または、いても重度の障害者である家庭で、１８歳未満（１８歳に達
する日以降の最初の３月まで）の子どもを養育している人に支給され
ます。
ただし、他の公的年金受給者や前年の所得が一定額以上の場合は除
かれます。
平成１４年８月に制度の改正がなされ全部支給と一部支給の所得の
限度額が変わり、一部支給の手当額については所得に応じてきめ細か
く定められました。
児童扶養手当の額（月額） 全部支給　　　　42,370円
一部支給は、所得に応じて月額42,360円から10,000円まで10円　　
きざみの額になります。
◆特別児童扶養手当事業　　身体や精神に法で定める程度の障害をもつ
２０歳未満の子どもを扶養している人に支給されます。ただし、子ど
もが福祉施設に入所している場合や、前年の所得が一定額以上の場合
は除かれます。
特別児童扶養手当の額（月額）
１級該当者　51,550円　　　　２級該当者　34,330円

不明な点など詳しくは町民課住民係（�4－2211 内線223）までお問
い合わせください。

手続きはお済みですか？

春を迎え、自転車やオートバイを利用する機会が多くな
ると、盗難被害も増加します。大切な自転車やオートバイ
を盗まれないよう
○　丈夫な鍵を付け確実にロックする
○　オートバイにはハンドルロックをする
とともに、盗まれたときの早期発見のために
○　防犯登録が大切です。
防犯登録は指定された販売店で登録を行っています。登

録すると、登録番号や車体番号から持ち主がわかるので、
万一盗難に遭っても返ってくる可能性が非常に高くなりま
す。
自転車やオートバイの防犯登録をしていない方は、すぐ

に登録をしましょう。
自転車の登録は、500円で10年間、オートバイの登録は、

900円で7年間登録されます。
羽幌警察署

「自転車には、丈夫な鍵と登録を」

自転車・オートバイの
盗難被害の防止と防犯登録の促進

農薬取締法が改正され、３月１０日から施行され
ました。
主な改正点は、①無登録農薬の輸入、使用の禁止

（販売は従来から禁止）、②農薬使用基準に違反する
農薬使用の禁止、③罰則の強化などです。
農業者だけでなく、家庭菜園などの手入れで農薬
を使用する方も、農薬取締法が適用されますので、
農薬は、容器に農林水産省の登録番号が記載されて
いるものを選び、ラベルに記載された事項を守って
使用しましょう。
ご不明の点があれば、農林水産省のホームページ

（http://www.maff.go.jp/noyaku/）の「農薬コーナ
ー」をご覧いただくか、次のところにお問い合わせ
ください。
●北海道農政部道産食品安全室（�011-231-4111）
または北海道留萌支庁農業振興部農務課
（�0164-42-1511）

自転車・オートバイの
盗難被害の防止と防犯登録の促進

登録のある農薬を
正しく使いましょう
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野
山
の
味
覚
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
「
山
菜
」。
例
年
、
た
く
さ
ん
の

愛
好
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
穴
場
に
入

山
し
、
方
向
を
見
失
っ
た
り
、
沢
へ

の
転
落
や
熊
に
襲
わ
れ
る
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。

特
に
過
去
の
事
故
事
例
を
見
ま
す

と
、
タ
ケ
ノ
コ
採
り
中
に
、
採
る
こ

と
に
無
我
夢
中
に
な
っ
て
背
丈
以
上

（
少
年
向
け
）

○
　
「
ス
ピ
ー
ド
」、「
Ｓ
﹈、「
ハ
ッ

パ
」
っ
て
な
ん
の
こ
と
？

薬
物
乱
用
者
な
ど
が
使
う
言
葉

で
、「
ス
ピ
ー
ド
」、「
Ｓ
」
は
覚
せ

い
剤
、「
ハ
ッ
パ
」
は
乾
燥
大
麻
の

こ
と
で
す
。

○
　
薬
物
っ
て
か
ら
だ
に
悪
い
の
？

薬
物
を
乱
用
す
る
と
、
精
神
障

害
に
加
え
、
身
体
、
特
に
心
臓
、

肝
臓
、
呼
吸
器
、
生
殖
器
な
ど
に

重
大
な
障
害
が
起
こ
り
ま
す
。

○
　
一
回
く
ら
い
な
ら
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
じ
ゃ
な
い
の
？

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
は
、
た

と
え
一
回
だ
け
の
使
用
で
も
中
毒

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
　
薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、

何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
に
ゼ
ッ

タ
イ
に
手
を
出
さ
な
い
と
い
う
自

覚
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
、
薬
物
を
乱
用
し
て
い
る

の
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
ら
、

勇
気
を
も
っ
て
や
め
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
ひ
と
り
で
な
や
ま
ず
学

校
の
先
生
や
警
察
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

（
保
護
者
向
け
）

○
　
少
年
に
よ
る
薬
物
乱
用
が
社
会

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
、
中
・
高
校
生
が
覚

せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
を
自
ら
入
手

し
て
使
用
す
る
な
ど
、
薬
物
乱
用

の
低
年
齢
化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
　
薬
物
乱
用
者
に
は
次
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

・
　
急
に
や
せ
て
く
る
、
ほ
ほ
が

こ
け
て
く
る
、
顔
色
が
悪
く
な

る
。

・
　
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
き
が

な
く
言
葉
使
い
も
乱
暴
に
な
る
。

・
　
な
に
ご
と
に
も
や
る
気
が
な

く
な
る
。

・
　
誰
か
に
「
追
い
か
け
ら
れ
る
」

「
命
を
狙
わ
れ
る
」
と
い
っ
た

被
害
妄
想
が
現
わ
れ
る
。

○
　
日
ご
ろ
か
ら
お
子
さ
ん
の
行
動

に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

少
年
が
問
題
行
動
を
起
こ
す
場

合
、
生
活
が
不
規
則
に
な
る
な
ど

の
前
兆
的
な
行
動
が
あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
お
子
さ
ん
の
行
動

に
関
心
を
持
ち
、
明
る
く
楽
し
い

家
族
の
対
話
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

羽
幌
警
察
署

も
あ
る
笹
薮
の
奥
深
く
に
入
っ
て
迷

っ
た
り
、
熊
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

慣
れ
た
山
で
も
、
油
断
す
る
と
そ

こ
に
事
故
の
「
落
し
穴
」
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
楽
し
い
山
菜
採
り

を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

《
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
》

○
　
一
人
で
山
菜
採
り
に
は
行
か
な

い
。

○
　
家
族
等
に
行
き
先
と
帰
る
時
間

を
知
ら
せ
る
。

○
　
歩
い
た
場
所
が
わ
か
る
よ
う
に

テ
ー
プ
等
で
目
印
を
付
け
る
。

○
　
万
一
の
た
め
、
目
立
つ
服
装
を

し
、
笛
や
雨
具
等
を
携
行
す
る
。

○
　
道
に
迷
っ
た
場
合
は
、
体
力
の

消
耗
を
考
え
落
ち
着
い
て
行
動
す

る
。

○
　
連
絡
手
段
と
し
て
携
帯
電
話
等

を
携
行
す
る
。

○
　
熊
除
け
の
た
め
に
鈴
や
ラ
ジ
オ

を
携
行
す
る
。

○
　
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
熊
の
足
跡
や
糞
を
見
た

と
き
は
、
す
ぐ
引
き
返
す
。

少
年
相
談
一
一
〇
番

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

〇
一
二
〇-

六
七
七-

一
一
〇

・
　
覚
せ
い
剤
等
薬
物
、
い
じ
め
、

犯
罪
被
害
、
児
童
虐
待
な
ど
に

関
す
る
悩
み
や
困
り
ご
と
の
相

談
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
　
警
察
署
の
ほ
か
、
お
近
く
の

交
番
・
駐
在
所
で
も
各
種
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す

「
育
て
よ
う
悪
い
と
言
え
る
強
い
意
志
」

山
菜
採
り
に
よ
る
事
故
防
止

「
山
菜
採
り
　
無
我
夢
中
に
　
落
し
穴
」

労
働
保
険
の
年
度
更
新

手
続
事
務
説
明
会
の
開
催

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
（
平

成
十
五
年
度
の
概
算
保
険
料
と
平
成

十
四
年
度
の
確
定
保
険
料
の
申
告
・

納
付
手
続
）
の
説
明
会
を
次
に
よ
り

行
い
ま
す
の
で
、
各
関
係
事
業
所
の

事
務
担
当
者
等
の
出
席
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
説
明
会
日
程

◎
個
別
相
談
の
日
程

な
お
、
不
明
な
点
は
留
萌
労
働
基

準
監
督
署
（
�
〇
一
六
四-

四
二-

〇

四
六
三
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 会　　場

羽幌町商工会

パワスポ留萌
留萌市南町１
丁目　技術専
門学院跡

日　　時

４月15日（火）
13時30分～16時

４月17日（木）
10時～12時

４月17日（木）
13時30分～16時

対象業種

全　職　業

建設業を
除く全業種

建　設　業

会　　場

増毛町商工会

苫前町商工会

羽幌町商工会

留萌労働基準監督署
�0164-42-0463
�0164-43-6418

日　　時

５月12日（月）
13時～15時

５月14日（水）
13時～15時

５月15日（木）
13時～15時

５月20日まで
随　　　時

所在地

増毛町稲場町
１丁目

苫前町
字古丹別

羽幌町南大通り
６丁目

留萌市大町２丁目
留萌地方合同庁舎
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▽
雪
解
け
が
急
速
に
早
ま
っ
た
三
月
、

自
分
の
背
丈
ほ
ど
あ
っ
た
雪
が
み
る

み
る
消
え
て
、
四
月
に
入
り
期
待
に

胸
ふ
く
ら
ま
す
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
た
▽
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

に
、
小
学
校
の
門
を
く
ぐ
る
新
入
学

児
童
の
姿
に
春
は
も
う
そ
こ
ま
で
来

て
い
る
と
、
季
節
の
変
わ
り
目
を
肌

で
感
じ
る
▽
今
月
、
今
回
で
第
十
五

回
目
、
二
十
一
世
紀
と
な
っ
て
初
め

て
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
の
月
で

も
あ
る
。
政
治
の
世
界
に
お
い
て
も

大
き
な
変
わ
り
目
の
年
で
あ
る
▽
留

萌
管
内
の
道
議
選
は
無
投
票
だ
っ
た

が
、十
三
日
に
は
北
海
道
知
事
が
、二

十
七
日
に
は
我
が
町
の
町
長
と
町
議

会
議
員
が
新
た
に
誕
生
す
る
▽
乱
立

す
る
知
事
選
、
激
戦
が
予
想
さ
れ
る

町
長
、
町
議
選
。
い
ず
れ
を
決
め
る

の
も
主
役
は
住
民
で
あ
る
。
将
来
の

進
路
を
こ
の
一
票
に
託
す
重
要
な
選

挙
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

編
集
雑
記
帳

人 の う ご き

◎人口／４，３９５人　（－　３）
男／２，０８４人　（±　０）
女／２，３１１人　（－　３）

◎世帯／１，７８３世帯（－　３）

２月２８日現在（ ）内前月比

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　
　
　
　
ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリ－　 ちびっこギャラリ－　 ちびっこギャラリ－

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育

所
（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の

園
児
や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
月
号
は
古
丹
別
中
学
校
の
生
徒

の
み
な
さ
ん
で
す
。（
な
お
、
今
月
の
学
年

は
新
学
期
で
の
学
年
を
表
示
し
て
い
ま
す
。）

・うしろの画用紙をくらめにして
子供のまわりを黄色で目立つよう
にしました。自分ではポスターら
しくできたと思います。

６年

坂川　董子さん

「ポスター」

・ペンギンの口ばしがうまくいっ
てよかったとおもいます。

２年

川村優利菜さん

「コロコロクルリン」

・「ル」に字がむずかしかったけ
れどうまくいきました。習字はむ
ずかしかったけど楽しかったです。

４年

能登　知絵さん

・「平」という字のあたまと止め、
「和」の口の形がよくできました。

５年

星野　幸太くん

・魚の形がやさしい感じにできま
した。作ってみて、楽しかったで
す。

４年

佐々木大樹くん

「海にいる魚」

・「安」の女という字の形と「全」
のはらいがうまくいきました。

５年

瀬川　将士くん

苫前小学校の児童の作品

「コロコロクルリン」

・さかなを３びきつく
ったところがよかった
です。

２年

鈴木　雅史くん

「港ではたらくブルトーザー」

・人をかくのがむずかし
かったです。くふうしたと
ころは、ユンボのさきのほうです。

３年

吉田　　司くん


